
郡山市ネクスト100 未来戦略会議
第２回資料

令和６年10月20日（日）14時～16時
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未来戦略会議の全体像や目標について

• 未来戦略会議は本日含め全６回を予定しています。

• まちの将来のありたい姿や将来都市像に向けた取組について各グループで話し合い、
最終回では議論した内容の発表会を開催します。

実施日 各回テーマと概要

第１回
令和６年10月12日（土）
14時～16時

第１回：キックオフミーティング
 郡山市の人口・社会経済の過去・現在・未来を確認
 データを踏まえ、市の魅力・課題について議論

第２回
令和６年10月20日（日）
14時～16時

第２回：ありたい姿を表現するキーワードを考えよう
 前回検討結果の共有
 前回検討内容を踏まえ、将来ありたい姿を表現するキーワードを分野ごとに議論
 キーワードを将来ありたい姿を議論

第３回
令和６年11月10日（日）
14時～16時

第３回：ありたい姿を表現するキャッチコピーを考えよう
 前回検討結果の共有
 前回検討したキーワードを踏まえ郡山市の将来を表現するキャッチコピーについて議論

第４回
令和６年11月17日（日）
13時～15時

第４回：将来都市像が実現した暮らしの話をしよう
 前回検討結果の共有
 キャッチコピーで表現した将来都市像が実現したまちで展開される暮らしを議論

第５回
令和６年11月30日（土）
14時～16時

第５回：将来都市像に必要な取組の話をしよう
 前回検討結果の共有
 将来都市像と現在のギャップについて議論
 理想と現実のギャップを埋めるために必要な取組・自分にできることを議論

第６回
令和６年12月21日（土）
14時～16時

第６回：発表会：将来都市像を語ろう
 将来のキャッチコピー、そこでの暮らし、そこに至る過程の検討結果をグループごとに発
表し全体共有と意見交換を実施

※会場は全回共通で郡山市役所２階正庁を予定しています。

実施済
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本日のタイムスケジュール

• 本日のタイムスケジュールは以下のとおりです。

時間 内容

14:00～14:10
（10分）

• 開会、前回検討結果の共有

14:10～14:20
（10分）

• ワークショップの進め方、注意事項の説明、
アイスブレーク

14:20～14:50
（30分）

• ワークショップ：将来ありたい姿を議論

14:50～15:10
（20分）

• 議論状況の共有①

15:10～15:40
（30分）

• ワークショップ：将来ありたい姿を表現するキーワー
ドを議論

15:40～16:00
（20分）

• 議論状況の共有②

16:00～ • 閉会挨拶、事務連絡等
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前回検討結果の共有

•本日のワークショップに入る前に、前回の検討結果を共有し
ます。

•各グループでどのような検討がされたのか振り返ってから、
本日のワークショップに入りましょう。
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前回検討結果の共有（Ａグループ：産業・仕事）

魅力
【子ども】
•給食費無料
•保育所があるため、子育てしながら
仕事を続けられる
【自然】
•大きな公園が複数ありきれい
•駅前や公園でイベントが多い
•開成山公園や猪苗代湖がきれい
【施設】
•介護施設や病院が多い
•屋内水泳場やスポーツ施設が充実
•若者が集まって遊べる場所がある
•美容室が多い

【交通】
•駐車場がしっかり整備されている
•東京や仙台が近く、新幹線通勤がで
き、バスなど公共交通機関も充実
•道路がきれい
【職場】
•アルバイトなどの働く場所が多い
•工業団地や車のディーラーが多い
【買い物】
•JAなど直売所的なお店が多い
•朝市や百貨店がある
【土産】
•ままどおる・ゆべしなどのお土産
【飲食】
•ラーメン店などの飲食店が多い

課題
【道路】
•道が冠水するなど水害が多い
•道が狭く、路上のゴミが多い
•駅前の駐車場が少ない
【子ども】
•待機児童は少ないが園の選択肢が少な
く、子どもが病気の際に預かってもらえ
ない
•部活動の教員や施設の不足
【医療】
•介護・看護の学校や医療従事者、保育
士・幼稚園教諭が少ない
【若者】
•大学や希望する仕事（働き口）が少な
い
•若者が県外へ転出し、働き手が少ない
【機会】
•セミナーのために県外に行く労力がい
る

【買い物】
•スーパーはほとんどベニマルのみ
•高速道路を越えると店が少ない
•チェーン店が少ない
【施設】
•パチンコ店が多く、生活に便利なホー
ムセンターや郵便局が少ない
•駅前がさみしい
•ダンススタジオが少ない
•アリーナや映画館がほしい
•水道代が高い
【交通】
•バスの本数が少なく遅れやすい
•東京発新幹線の最終便が早い
•【自然】
•川辺を活かせていない
•夜間、外灯が少なく暗い箇所がある
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前回検討結果の共有（Ｆグループ：産業・仕事）

魅力
【交通】
•高速道路をもっと活用できる
•交通の便が良い
•仕事ができる範囲が広い

【中心地】
•飲み屋が多く駅周辺がにぎやか
•老舗のお菓子屋さんが有名で、
特にままどおるが人気
•病院が多い
•企業の支店が進出している

【仕事】
•工業系の高校の卒業生は地元で
就職することが多い
•色々な会社があるため、希望の
職種に就きやすい

【スポーツ】
•実業団のバレーボールチーム
（デンソー）の盛り上がり

課題
【仕事】
•60歳以降で応募可能な企業が
少ない
•放課後や休日に子どもが安心
して遊べる場所がない

【施設】
•主要な観光地がない
•インターチェンジ周辺の利用
が少ない
•イオンやコストコなどの商業
施設が少ない

【災害】
•水害のリスクがある

【車社会】
•車がないと不便
•バスが少なく古い
•交通渋滞が多い

【都市】
•店舗の賃料や物価が高い
•店の出店数は多いが、すぐに
潰れてしまう

【広報】
•アピール不足
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前回検討結果の共有（Ｂグループ：文化・観光）

魅力
【自然・公園】
•四季や自然を感じられる場所が多い
•ウィンタースポーツが楽しめる
•ビッグアイでサイエンスが学べる

【施設】
•近郊に施設が多い
•図書館が多い
•駐車スペースが広い
•卸売市場がある

【交通】
•東京や大阪への交通の便が良い
•福島県の中心地で人が集まりやすい

【食べ物】
•クリームボックスやままどおるなど
が地元で定着しており人気がある
•パン屋やカフェが多い
•鯉料理やブランド野菜がある

【音楽】
•音楽都市として賞をもらっている
•音楽イベントがある

課題
【施設】
•野球場が狭い
•屋内の子どもの遊び場が少ない
•公園内の遊具の維持管理が不十分
•カルチャーパークが中途半端
•大規模のライブハウスやコンサート
会場がない
•１車線の道や年末の道路舗装工事の
際に交通渋滞が多い
•ガタガタな道が多い
•交通の利便性が活かされていない
•観光地のバリアフリー化が不十分

【アピール】
•音楽イベントが少なく、音楽都市の
アピールが足りない
•名物がなく、認知度が低い

【オーバーツーリズム】
•花火の後のケンカとゴミ
•ゴミのマナーが守られていない
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前回検討結果の共有（Ｇグループ：文化・観光）

魅力
【飲食】
•特徴のある個店
•郡山で成功した店は市外で成功する
•日本酒やラーメンがおいしい

【施設】
•カルチャーパークやビッグパレット、
開成山公園、プラネタリウム、ニコ
ニコこども館などの施設がある
•温泉がある
•公民館数が日本で１番多い

【商業】
•商業都市のイメージがあり、転入者
もなじみやすい
•都会と田舎の両面をもつ

【音楽】
•楽都として音楽に力を入れている

【交通】
•新幹線があるため首都圏へのアクセ
スがよく観光拠点にしやすい
•福島県の中央に位置するため各地へ
のアクセスが良い

課題
【交通】
•郊外に温泉があるため移動で車必須
•交通の要衝としての強みを活かせて
いない

【観光】
•名物グルメやランドマークの観光地
がない
•地元の歴史や文化を知らない
•歴史などの勉強になる所が少ない

【若者】
•仙台や会津と比べて、子どもの遊ぶ
場所が少ない
•若い人が過ごせる場所の不足

【施設】
•福島市と拠点が分割されている
•施設が多すぎて人が分散する
•公民館の老朽化にともなって、今後
の活用方法を検討する必要がある
•郡山駅前は昼夜間でにぎわいの差が
大きい

【情報発信】
•イベント情報を周知しきれていない
•県外へのアピール不足

【人材】
•若者の県外流出と担い手不足

8



前回検討結果の共有（Ｃグループ：子育て・教育）

魅力
【学校】
•楽都郡山として音楽に力を入れ、合唱コ
ンクールで賞を取っており、秘密のケン
ミンSHOW極！で取り上げられた
•特産物が給食に出る
•ここ2～3年で小中学校の給食費が無償に
なった
•バドミントン・サッカーなどスポーツが
強い
•小中学校の給食費無償化
•授業でiPadを使用している
•2025年度より公立中高一貫校が開校する
•授業で田植えなどの農業体験や郷土体験
で地域の人たちとの交流が多い

【自然】
•温泉が多く、猪苗代湖が有名
•自然が豊かで水が美味い

【交通】
•道が平らででこぼこしてない
•市の規模がちょうど良く、通勤通学が
しやすい

【治安（交流）】
•住みやすい街で仙台に次いで2番目
•暴走族がいない

【施設】
•開成山公園のリニューアル、ペップ
キッズで屋内の遊び場、磐梯熱海スポー
ツパークのアイススケート場がある
•ビッグアイに高校などの教育施設があ
る
•有名な神社がある

課題
【教育】
•退学する高校生が多かった
•学区が広いため自転車で1時間通学

【災害】
•台風の際に水害になりやすい
•避難所が少ない

【高齢化・コミュニティ】
•地域の行事が多く、高齢化によって若者
への負担が増えている
•少子高齢化が進んでいる
•若者は東京や仙台に出て行ってしまう

【車社会】
•文化センターや公会堂、開成山公園など
で駐車場が少ない
•市街地以外は交通が不便なため車が必須
•渋滞箇所が決まっており、標識がないた
め事故が多い場所がある

【施設】
•楽都だがストリートピアノがない
•ペップキッズに定員オーバーで入れない
•資格支援する教室を増やしてほしい
•郡山駅の東側が栄えていない

【治安】
•夜のアーケードの治安が悪い
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前回検討結果の共有（Ｈグループ：子育て・教育）

魅力
【子育て】
•郡山市は子育てに力を入れている
•待機児童ゼロ
【自然・公園】
•自然や公園が多く、子どもを遊ばせ
る場所が多くある
•サイクリングしやすい道路が増えた
•開成山公園内ににラッキー公園があ
る
【中等・高等教育】
•高校や専門学校、塾の選択肢が多い
•日本大学工学部がある
【子どもの医療】
•子どもの医療費控除がある
•大型・総合病院が多い

【生涯教育】
•歴史資料館や市立美術館がある
•公民館ごとに公演・講座が充実
•古文書教室が年に数回開かれている
【施設】
•スペースパークのプラネタリウムや
ペップキッズの室内遊び場がある
•公共施設で勉強ができる場所がある
•子ども関係のお店が多い
【イベント】
•音楽活動するスペースや場所がある
•レジャー・エンタメ系の施設が多い
•ビッグパレット等でイベントがあり
参加しやすい
•家族向けイベントが多い

課題
【安全・防犯】
•クマやイノシシが出る
•郊外に街灯が少なく暗い
•空き家が多い
•歩道が狭く、草が通行の妨げになる
•自転車道がない
【保育】
•保育園が減少し、選択肢が少ない
•乳幼児を預けられる保育所や病児保育
が少ない
•預かり保育で宿題を見てもらえない
【高校・大学】
•福島市と比べて県立高校が少ない
•国立大学がなく大学の選択肢が少ない

【子育て・医療】
•小児科が少ない
•産婦人科（個人経営）が減少した
•医者の高齢化
•かかりつけ（初診紹介元）が少ない
【地域コミュニティ】
•20年前まではあった子ども会の旅行
がなくなり地域のつながりが減った
•昔はうすい通りが歩行者天国だった
•お店がなくなって駅前がさびしい
•イベントの宣伝がわかりづらい
【施設】
•無料の駐車場がある公園が少ない
•体育館が少ない（現在３ヶ所）
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前回検討結果の共有（Ｄグループ：医療・保健福祉）

魅力
【情報提供】
•ワクチンの案内が早い
•お薬手帳やマイナンバーカード、
休日当番医ネットが便利

【医療施設・医師】
•新しく大きな病院が集中して、有名
な病院の先生が多い
•小児科や産婦人科が多い
•救急外来が充実している
•徒歩圏内に病院がある

【地域】
•ボランティア活動が活発

【検診施設】
•人間ドックを受けられる施設が多い
•献血センターがきれいで充実

【高齢者】
•元気な高齢者が多い
•介護施設が多い
•公園が多い

【児童】
•待機児童ゼロ
•こども食堂が多い
•放課後児童クラブが足りている

課題
【ボランティア・福祉活動】
•世代間の連携が少ない
•働く世代が多忙
•福祉活動が見えにくい
•気軽にボランティアできると良い
•市民のSDGs参加機会がない

【福祉人材】
•介護職から離れてしまう人が多い
•介護士不足による老老介護

【高齢化・人口】
•高齢者率30%で今後も増える見込み
•要介護者が年々増加の傾向

【医療】
•古い病院はバリアフリーでない
•人気の病院は予約が取れず、待ち時
間が長い
•病院が多くどこに行くべきか迷う
•道が狭く救急車が通れない
•公立病院がない
•皮膚科が少ない

【児童福祉】
•今後、幼稚園や保育園が余る
•児童クラブを増やしてほしい

【障がい福祉】
•障がい者就労施設の不足
•ADHDに対する理解・環境

11



前回検討結果の共有（Ｉグループ：医療・保健福祉）

魅力
【医療】
•個人医療施設や介護施設が多い
•コロナなどの感染症への対策が早い
•NICU（新生児集中治療室）の設備があ
る
•待機児童数ゼロ
•ショッピングセンターに出先の医療施
設がある

【公園】
•花火大会がある
•開成山公園がある
•公園や景色、水がきれい
•大島東公園の無料プール(2017年廃止)

【施設】
•カルチャーパークやペップキッズ、無
料屋内施設のニコニコこども館がある
•行政センターのジムが2時間200円と安
い
•コンサートなどの音楽イベントが盛ん
•近くに温泉などの観光地が多い

【地域支援】
•風とロックなどの音楽イベントがある
•そば屋やカフェが多い
•高齢者支援や健康支援がある

【交通】
•駐車場が多い
•医療施設までのアクセスが良い
•バスの本数が多い

課題
【介護】
•介護施設が満員で入れない
•介護の専門学校を増やしてほしい
【診察】
•オンライン診療がない・少ない
•病院の待ち時間が長い
•バス停から病院までが遠い
•病院の駐車場が少ない
•予約方法が分かりにくい
【交通】
•バスのコースが分かりづらく、バスの本
数が少ない
•タクシーアプリが使えない
【自治】
•自治会の役員会が負担
•他市の方が税金が安く子育て支援が手厚
い

【子育て】
•子育て支援の拡充
•郡山駅東口の子育て支援センターが少な
い
•公園でボールを使って遊べない
【施設】
•雨天時に遊べる娯楽施設が少ない
•郡山駅の噴水周辺で遊ぶ子どもが危ない
•郡山駅周辺で子どもが遊べる公園がない
•障がい者のコミュニティが少ない
•公民館にもジムをつくってほしい
【賃金】
•医療や福祉、保育業界の賃金が低い
【保険料】
•健康診断や人間ドック、介護保険料が高
い
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前回検討結果の共有（Ｅグループ：環境・防災・社会基盤）

魅力
【防災】
•津波の心配がない
•ハザードマップが分かりやすい
•国立環境研究所がまちづくりをサポー
ト
•洪水が工事で改善されている
•避難所になるような公園が多い

【交通】
•県内外の都心や自然に近い
•高速道路や新幹線、空港などの交通機
関へのアクセスが良い
•災害物資の受け入れが容易
•震災後の助成金で企業を呼び込んでい
る
•工業が盛んで若者を仕事で呼び込める

【ITインフラ】
•DX施策に力を入れている

【ゴミ】
•ゴミ出しをLINEで教えてくれる
•ゴミ袋の指定がなく、高火力のゴミ
処理場がある

【自然】
•街灯が整備されており、夜間事故の
防止になっている
•夜は星がきれいで景色が良い
•水道水が飲める
•空気がおいしい

課題
【交通】
•バスの乗降時に使用可能なICカード
がNORUCAのみ
•バスの本数が少ない
•駅前の開発が必要

【生活環境】
•近所付き合いの減少
•街灯の少なさ
•病院確保
•自習室が少ない
•若者のサードプレイスが少ない
•子育てしにくいと若者が市外へ流出
する

【防災】
•災害時の情報提供と物流
•交通遮断された場合の対策
•市内のガソリンの仕入れが災害時に不
安
•阿武隈川の水害

【ゴミ処理】
•ゴミの排出量が多い
•一般廃棄物リサイクル率9.9%(平均
19.9%)
•ゴミの分別意識が低い
•環境教育が身近にない
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前回検討結果の共有（Ｊグループ：環境・防災・社会基盤）

魅力
【自然】
•水道水が飲みやすい
•お米がおいしい

【コミュニティ】
•行政機関の支所が昔からあるコミュ
ニティと連携している

【生活インフラ】
•デパートやスーパーなどの商業施設
が多く、買い物に便利
•医療機関が多い
•音楽等のイベントが多い
•電波が良い

【交通】
•新幹線や高速道路があるため県内外
へのアクセスが良い
•駐車場が多い
•歩道が広い

【ゴミ】
•ゴミの分別が簡単で明確
•粗大ゴミの回収が安価
•駅前などの市街地でもゴミが少なく
臭くない

【防災】
•津波が来ない

課題
【自然・公園】
•公園数は多いが手入れが不十分
•堤公園のベンチが壊れたまま
•猪苗代湖の活用ができていない
•水道代が高い

【ゴミ】
•ゴミが多い
•ゴミの分別が正しくない家庭がある

【交通】
•渋滞が多い
•運転が荒い
•障がい者の駐車スペース確保
•バス運賃が高く、本数が減っている

【防災】
•豪雨の際に川の氾濫や駅前が浸水し
ないかなどの水害が不安
•危険水位の場所をスマホでリアルタ
イムに知らせるなどIT化を進める
•消防活動費を出してほしい

【公共施設】
•公共施設の老朽化
•気軽に使えるホールが少ない
•文化施設が古くて少ない

【生活インフラ】
•田んぼや空き家が多く宅地が少ない
•道の駅などの情報発信拠点を増やす
•ランドマークとなる観光地がない
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ワークショップの進め方

• 第２回からは２ラウンド制とし、第１ラウンドの話合い終了後に第１ラウンドで
話し合った内容を共有します。

• 第２ラウンドが終わったら第２ラウンドで話し合った内容を共有します。

第１ラウンド：テーマについて話し合う

第２ラウンド：テーマについて話し合う

第１ラウンドの共有

第２ラウンドの共有

15



ワークショップの進め方：役割

• 意見共有の時間では、ホストと旅人で役割が異なります。

【ホスト】
グループに残り、
第１・２ラウンドで話
し合ったことを旅人

に伝える

【旅人】
他のグループに

移動し、ホストの発表
を聞く
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ワークショップの基本ルール

• ワークショップは以下の流れで進めます。

①意見を手元の付せんに記入

②記入した意見をグループメンバーに発表

③模造紙上で意見を整理
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ワークショップの基本ルール

•ワークショップを始める前に、基本ルールを説明します。

•意見は１枚の付せんに１つ記入してください。

•他の人が読みやすいように、マジックを使ってできるだけ見
やすく大きい字で書いてください。

•わからないことがあれば各テーブルのファシリテーターに気
軽に聞いてください。
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ワークショップの基本ルール

• 参加者の活発な議論を促し、より実りの多いワークショップとするための基本ルール
を次のように定めます。

• 楽しく、わいわいと意見を出し合うためにご協力をお願いします。

①参加者の意見に耳を傾ける

②参加者の意見は否定しない

③自分の主張・発言を押し付けない
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アイスブレイク

• ワークショップを始める前に、アイスブレイクをしたいと思います。

• 次の２点について、１人30秒程度で共有してください。

•最近あった嬉しいこと
•直近で楽しみにしていること

• また、第１・２ラウンドの共有に向けて、各グループでホスト（グループで話し合っ
た内容を他のグループの人に伝える役割）を２名決めてください。
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第１ラウンド：ワークショップ

第１ラウンド

21



第１ラウンド：ワークショップ

考える際のヒント

• 年齢別に考えてみる

例）高齢者、大人、子ども など

• 第１回で話し合ったこおりやまの魅力・課題が将来どうなっているか考えてみる

• 第１回の他のグループの検討結果を基に、他のテーマとの掛合わせで考えてみる

例）保健福祉×防災、産業×環境、子育て×文化 など

将来のこおりやまをどんなまちにしたい？
こおりやまの将来ありたい姿を

考えてみよう！
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第１ラウンドの共有

• ホストは２分程度で第１ラウンドで話し合った内容を共有してください。
その後、２分程度で旅人は気になることがあればホストに質問をしてみてください。

• ベルが鳴ったら、旅人はまだ話を聞いていないグループに30秒で移動してください。

【ホスト】
グループに残り、
第１ラウンドで話し
合ったことを旅人に

伝える

【旅人】
他のグループに

移動し、ホストの発表
を聞く
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第１ラウンドの共有：会場レイアウトと各グループのテーマ

• グループＡ～Ｅの方は、
Ａ～Ｅの中で
移動してください。

• グループＦ～Ｊの方は、
Ｆ～Ｊの中で
移動してください。
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第２ラウンド：ワークショップ

第２ラウンド
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第２ラウンド：ワークショップ

考える際のヒント

• ありたい姿を単語で区切り、各単語の具体的な内容を考えてみる

例）ありたい姿が、「国内外に発信できる、自慢の地域資源がある」であれば、国内外・発信・

自慢の地域資源、の３つの単語に区切り、国内外であれば地域名（関東・アジアなど）、発信で

あれば発信方法（SNS・本など）、自慢の地域資源であれば豊かな自然（猪苗代湖など）・おい

しい食べ物（鯉・ままどおるなど）など

ありたい姿を表現する
キーワードを考えてみましょう！
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第２ラウンド：ワークショップ

• ホストは２分程度で第１ラウンドで話し合った内容を共有してください。
その後、２分程度で旅人は気になることがあればホストに質問をしてみてください。

• ベルが鳴ったら、旅人はまだ話を聞いていないグループに30秒で移動してください。

【ホスト】
グループに残り、
第２ラウンドで話し
合ったことを旅人に

伝える

【旅人】
他のグループに

移動し、ホストの発表
を聞く
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第２ラウンドの共有：会場レイアウトと各グループのテーマ

• グループＡ～Ｅの方は、
Ａ～Ｅの中で
移動してください。

• グループＦ～Ｊの方は、
Ｆ～Ｊの中で
移動してください。
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閉会挨拶

•次回の未来戦略会議は

【令和６年11月10日（日）14時～16時】を予定しています。

次回もお待ちしています！

29


	スライド 1: 郡山市ネクスト100　未来戦略会議 第２回資料
	スライド 2: 未来戦略会議の全体像や目標について
	スライド 3: 本日のタイムスケジュール
	スライド 4: 前回検討結果の共有
	スライド 5: 前回検討結果の共有（Ａグループ：産業・仕事）
	スライド 6: 前回検討結果の共有（Ｆグループ：産業・仕事）
	スライド 7: 前回検討結果の共有（Ｂグループ：文化・観光）
	スライド 8: 前回検討結果の共有（Ｇグループ：文化・観光）
	スライド 9: 前回検討結果の共有（Ｃグループ：子育て・教育）
	スライド 10: 前回検討結果の共有（Ｈグループ：子育て・教育）
	スライド 11: 前回検討結果の共有（Ｄグループ：医療・保健福祉）
	スライド 12: 前回検討結果の共有（Ｉグループ：医療・保健福祉）
	スライド 13: 前回検討結果の共有（Ｅグループ：環境・防災・社会基盤）
	スライド 14: 前回検討結果の共有（Ｊグループ：環境・防災・社会基盤）
	スライド 15: ワークショップの進め方
	スライド 16: ワークショップの進め方：役割
	スライド 17: ワークショップの基本ルール
	スライド 18: ワークショップの基本ルール
	スライド 19: ワークショップの基本ルール
	スライド 20: アイスブレイク
	スライド 21: 第１ラウンド：ワークショップ
	スライド 22: 第１ラウンド：ワークショップ
	スライド 23: 第１ラウンドの共有
	スライド 24: 第１ラウンドの共有：会場レイアウトと各グループのテーマ
	スライド 25: 第２ラウンド：ワークショップ
	スライド 26: 第２ラウンド：ワークショップ
	スライド 27: 第２ラウンド：ワークショップ
	スライド 28: 第２ラウンドの共有：会場レイアウトと各グループのテーマ
	スライド 29: 閉会挨拶

